
No.58（2010年11月1日発行）No.58（2010年9月定例会号）
 1 0 1 0

　 討論…本会議において、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの
　　　　   意見を表明すること。

決
算
の
概
要　

医
療
費
は
増
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

高
額
医
療
費
共
同
事
業
の
負
担
増
や
税
収
の
減
な

ど
が
原
因
で
、
２
年
連
続
の
赤
字
決
算
に
な
り
ま

し
た
。
過
去
７
年
間
の
平
均
で
は
、
毎
年
２
億
円

以
上
の
実
質
的
な
赤
字
の
た
め
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
で
穴
埋
め
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
21
年
度

は
２
億
円
が
繰
り
入
れ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
１
億
４
０
０
万
円
が
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

１
億
４
０
０
万
円
の　
　

赤
字
決
算

決
算
の
概
要　

制
度
廃
止
に
伴
う
精
算
期
間
の
２

年
目
と
し
て
、
月
遅
れ
分
の
み
の
支
払
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
事
業
規
模
は
大
幅
に
縮
小

し
ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計

精
算
２
年
目
と
し
て
月

遅
れ
分
の
み
の
支
払
い

決
算
の
概
要　

制
度
発
足
か
ら
２
年
目
と
な
っ
た

中
、
平
成
21
年
度
は
新
た
に
保
険
料
に
つ
い
て
均

等
割
の
８
・
５
割
軽
減
世
帯
の
一
部
が
９
割
軽
減

に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
支
払
い
方
法
で
は
、

年
金
天
引
き
と
口
座
振
替
の
完
全
選
択
制
が
導
入

さ
れ
る
な
ど
の
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

新
た
な
制
度
の
改
正
が

な
さ
れ
ま
し
た

決
算
の
概
要　

男
衾
駅
東
地
区
の
整
備
に
向
け
た

土
地
所
有
者
へ
の
説
明
会
で
、
理
解
と
協
力
が

得
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
22
年
度
を
初
年
度
と

す
る
寄
居
第
２
処
理
分
区
男
衾
駅
東
地
区
約
12

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
整
備
工
事
に
向
け
て
実
施
設

計
業
務
に
着
手
。
整
備
区
域
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
処
理
池
の
増
設
等
に
関
す
る
建
設
負
担
金

３
８
２
８
万
４
０
０
０
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
桜
沢
地
区
の
管
渠
清

掃
、
常
木
公
会
堂
西
の
雨
水
幹
線
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

（
土
砂
を
掘
り

取
る
こ
と
）
の
工
事
を
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

男
衾
駅
東
地
区
面
整
備

に
向
け
、
設
計
に
着
手

税収を上げるた
めにも、保険料
の値下げが必要

田母神節子議員

生活が苦しい今こそ、保険証

の発行をすべての人に行うこ

と。年間所得 300 万円・夫婦

と子ども２人の家族で、31 万

円の保険料はとても大変であ

る。納めやすくするには保険

料の値下げが必要である。制

度の見直しが言われているが、

市町村で１人 3 万円以上の持

ち出しをしている市もあるが、

当町では1万5,000円程度であ

る。

国民健康保険 特別会計下水道事業 特別会計
男衾駅東地区の
面整備に着手 ！
　

稲山良文議員

22 年度を初年度とする寄居第

２処理分区男衾東地区約 12

ヘクタールの面整備に向けて、

実施設計業務に着手した。施

設の維持管理についても管渠、

マンホール、雨水幹線の清掃

等、生活環境の改善を行って

いる。21 年度実質収支額は、

899 万 6,000 円 と な っ た が、

今後とも経済的かつ効率的な

事業の展開を図ることを要望

する。

反
対
・
賛
成
、
そ
れ
ぞ
れ
の

反
対
・
賛
成
、
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
が
討
論
で
示
さ
れ
ま
し
た

考
え
が
討
論
で
示
さ
れ
ま
し
た

国・県に対して
制度改善の要望
を ！

石井康二議員

過去７年間の平均で実質２億

円以上の赤字であり、また全

国的に厳しい財政状況である。

今後も国・県に対して財政面

でも制度改善を強く要望して

いただきたい。また、町民の

健康保持及び医療費増を、中・

長期的に抑制するための特定

健診・特定保健指導の受診率

や実施率の向上に、今後も積

極的な取り組みと執行のさら

なる努力を要望する。

平成21年度 特別会計・事業会計の決算額と審議内容平成21年度 特別会計・事業会計の決算額と審議内容

すべて認定しましたすべて認定しました
ず
っ
と
元
気
に
過
ご
し
た
い
（
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

ず
っ
と
元
気
に
過
ご
し
た
い
（
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

次
の
ペ
ー
ジ
は
「 

選
挙
公
報
に
関
す
る
請
願
、
不
採
択 

」

決
算
の
概
要　

平
成
21
年
度
は
未
接
続
世
帯
を
訪

問
し
、
今
市
地
区
・
用
土
中
央
地
区
と
も
に
水
洗

化
率
の
向
上
、
使
用
料
の
増
収
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

折
原
地
区
に
つ
い
て
は
、
管
路
施
設
整
備
工
事

を
行
っ
た
ほ
か
、
処
理
施
設
工
事
・
全
体
実
施
設

計
業
務
を
実
施
し
、
24
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け

た
施
設
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
歳
入
歳
出
決
算

状
況
は
、
実
質
収
支
額
が
２
４
６
万
５
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

水
洗
化
率
向
上
。

実
質
収
支
も
黒
字

決
算
の
概
要　

公
共
工
事
の
影
響
に
伴
う
配
水
管

布
設
事
業
、
ホ
ン
ダ
寄
居
新
工
場
関
連
専
用
水
道

管
布
設
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
高
金
利
企
業
債
の
繰
上
償
還

及
び
低
利
の
借
換
債
（
１
億
４
８
４
０
万
円
）
を

発
行
し
、
経
営
の
健
全
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
等
の
断
水
時
に
迅
速
な
給
水
活
動

が
可
能
と
な
る
給
水
車
を
、
国
の
臨
時
交
付
金

を
使
っ
て
購
入
し
ま
し
た
。
当
年
度
純
利
益
は

７
７
９
１
万
７
３
３
６
円
で
す
。

水
道
事
業
会
計

ホ
ン
ダ
関
連
水
道
管
の

布
設
を
実
施

後期高齢者医療 特別会計
制度の早期
廃止が必要
　

田母神節子議員

75 歳以上の人をひとくくり

にしたこの制度は、県広域

連合が執り行っている。こ

の間、剰余金 47 億円、医

療給付積立金 42 億円が出

たため、１人 2,230 円の値

下げとなった。この要因は、

①保険料の過大見積 ②医療

費の伸び悩み ③ 65 歳から

74 歳までの障害者１万人が

移行しなかったことである。

75 歳以上の医療費無料化と

制度の廃止を要望する。

水道事業会計

料金の引き
下げを ！　　
　　　

田母神節子議員

公営企業会計としての水

道事業会計は、独立採算

制である。平成 13 年に

見直し（値上げ）を行っ

た後は、毎年黒字決算で

あり、今年度も 7,991 万

円余の黒字である。安心

して毎日使用できるよう

値下げすべきと考える。

今後も効率
的な企業運
営を ！

稲山良文議員

水道事業決算は、昨年度に

引き続き経営健全化を図り

適切に事業展開された内容

である。収益的収支では、

効率的な企業運営の努力が

うかがえる。資本的収支で

は、ホンダ寄居新工場の稼

働に向けた事業等が計画的

に進められた。執行におい

ては安心・安全な水道水の

供給に努めていただくとと

もに、料金引き上げの検討

を要望する。

新たな高齢
者医療制度
を創設 ！

本間登志子議員

後期高齢者医療制度は、

高齢者はもとより、国民

皆保険を将来にわたって

安定持続するために、一

昨年４月より始められた。

国は平成 25 年度に、新た

な高齢者医療制度を創設

すべく進めている。執行

においては動向を注視し、

的確な対応に努めていた

だくとともに、それまで

の間の健全な運営にさら

なる努力を要望する。

下 水 道 事 業  08 億1300 万円
 08 億円 500 万円

後期高齢者医療  02億 8700 万円
 02億 8200 万円

農業集落排水事業  02億 8500 万円
 02億 8200 万円

老 人 保 健  06 億 6100 万円
 06 億 6000 万円

国 民 健 康 保 険  35 億 3600 万円
 36 億 4000 万円

歳入 

特別会計決算額

歳出 

歳入 

歳出

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

  8 億 6200 万円
   7億 7500 万円支 出

収 入 

支 出

収 入 

水道事業会計決算額

収益的収支

資本的収支    3 億 6100 万円
   7億 6300 万円

※金額の単位は 100万円（未満切捨）
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